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議会費                                     

<議会費>  

（担当：議会事務局） 

議会事務事業           決算額 ４，７１４万円（４，７３５万円） 

この経費は、主として議員の報酬、定例会や臨時会、各委員会等の会議出席に伴う費用弁

償に使われる他、町議会の活動状況を広く町民に周知し、議会に対する理解と認識を深めて

もらうための議会広報発行費用、議事録作成にかかる会議録調製委託料、事務局職員の人件

費などに充てられました。 

 

■議員に関する経費 

●議員の報酬、議員共済負担金・事務費            ２，８８１万円 

●定例会や臨時会、各委員会、研修や視察などの費用弁償       ６８万円 

●議員公務災害補償組合負担金                    ６万円 

■職員に関する経費 

●事務局職員の給料、各種手当、共済組合負担金        １，５３８万円 

●事務局職員の普通旅費として                   １５万円 

■事務的経費 

●議会だより印刷費                        ８３万円 

●議会だより配付料                         １万円 

●車両燃料費、高速料金                       ５万円 

●法令集追録代や議会関連雑誌定期購読代、消耗品代         ２４万円 

●会議録調製委託料                        ８９万円 

■その他の経費 

●議長交際費                            ４万円 

 

【参 考】 

○宗谷管内町村議会議員年収比較 
    

      
（平成２７年 7月 1日現在） 

町村名 
順 議長 順 副議長 順 委員長 順 議員 

位 （円） 位 （円） 位 （円） 位 （円） 

中頓別町 ⑨ 2,520,000 ⑨ 2,280,000 ⑨ 2,220,000 ⑨ 2,112,000 

管内平均 3,498,856 2,865,056 2,676,278 2,543,778 

    
（順位は、宗谷管内８町１村中の順位） 
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総務費                                     

〈一般管理費〉  

（担当：総務課総務グループ） 

儀式典礼事業                決算額 １３万円（１４万円） 

 自治記念式、楢原民之助氏慰霊祭等の儀式に要した経費です。 

 自治記念式は毎年４月１日に開催し、中頓別町の自治の発展に寄与された方々４名を表彰

して記念品を贈呈しました。 

行政改革事務事業                決算額 １万円（３万円） 

 平成１７年度に策定した中長期行財政運営計画に基づき、適切に行財政改革を推進してい

くため、行政改革推進委員会がその進捗状況を監視し必要な提言を行っています。 

自衛隊募集事務事業               決算額 ２万円（２万円） 

 自衛隊員募集・確保のため自衛隊募集推進協議会と連携して円滑な活動を図りました。 

人事管理事務事業     決算額 ３億６，７８５万円（３億７，１６２万円） 

 特別職、一般職及び臨時職員の給料支払いの他、共済事務や健康診断などの福利厚生事務、

職員の研修や進退に関する事務など組織の内部管理事務のために要した経費です。 

町村会事務事業             決算額 ２４７万円（２６１万円） 

 宗谷町村会は、宗谷管内のすべての町村で組織し町村に共通する課題の解決や情報の収集

と提供、職員研修の共同実施などの事業を行っています。その運営に必要な経費は、町村の

規模等で決められています。毎年、経費の節減を図り、積立金の取崩しをしながら負担金を

削減しています。 

※２６年度負担金 ２５６万円 

文書管理事務事業            決算額 １３４万円（１３９万円） 

適切な公文書管理と情報公開へ対応するために必要な統合文書管理システムの保守経費を

支出しました。 

法制事務事業              決算額 ２６２万円（２６２万円） 

 平成１７年度から例規集の冊子を廃止し、Ｗｅｂ版例規集のみとしています。 

  平成２４年度から新システムの導入により例規の制定改廃事務の効率化と経費の削減を図

りました。 

 例規の改正等によるデータの更新費用とシステムの利用料等として支出しました。 

その他総務関連事務事業          決算額 ５１１万円（５２６万円） 

 上記の事業の他、総務の一般的な事務を行うために必要な経費を支出しました。 

 

〈財政管理費〉  

（担当：総務課政策経営室） 

地方債管理事業             決算額 １６３万円（１６４万円） 

 起債を適正に管理するためのシステムにかかる保守経費を支出しました。 

 また、起債管理システムの新規導入を行いました。 



4 

 

物品管理事業              決算額 ２５９万円（３０４万円） 

 職員が業務上必要な事務用品(コピー機、印刷機にかかる用紙代や保守料など)の経費を支

出しました。 

その他財政関連事務事業           決算額 ５５万円（５８万円） 

 平成２２年度に導入した財務会計システムにかかる保守料などの経費を支出しました。 

 

〈文書広報費〉  

（担当：総務課住民グループ） 

広報広聴事業              決算額 ２３４万円（２３４万円） 

 町民の暮らしに密着した情報や町の魅力を発信するための経費です。 

・広報誌なかとんべつの発行 

 町が抱える様々な問題や課題、町で起きている出来事などをタイムリーにお知らせしま

した。 

町民の情報に関するニーズをしっかりと補足し、特集などを中心に紙面の見直しを進め

ながら内容の充実を図りました。 

・広報なかとんべつ お知らせ版の発行 

  健康相談の日程や様々な行政の情報をお知らせ版として月２回を発行し、町民への情報

提供と周知を図りました。 

・街頭放送の実施 

町のお知らせや緊急放送など町内（市街地のみ）への周知手段として町内の街頭放送を

運営する中頓別町街頭放送協会に加盟し、その放送網を利用しました。 

・町政懇談会「町長がおじゃまします」の実施  

  自治会ごと(人数や地理的に合同開催)に開催しました。中頓別町版地方創生総合戦略に

向けてを意見交換のテーマとして扱い、マイナンバー制度、路線バス再編の説明会を兼ね

て行いました。 

・町政要覧の製作 

  約４年に一度内容を精査し発行しましたが、平成１１年以降更新されていなく、統計情

報の見直し作業に着手しました。 

  町の沿革・人口の推移など行政・観光・統計情報をまとめ町の全体像として紹介し、平

成２８年度全戸に配布します。これにより地域住民情報を提供し町政に対する理解と関心

を深めてもらい、地域づくりへの参加推進を図ります。 

  また、視察訪問先、視察来庁者や移住希望者等に配布し町のＰＲに活用します。 

 

〈財産管理費〉  

（担当：産業建設課建設グループ） 

役場庁舎維持管理事業          決算額 ６８５万円（７４０万円） 

庁舎の電気料や、電話料など建物の維持管理に関する経費を支出しました。 
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町有財産維持管理事業       決算額 １，０７９万円（１，０９７万円） 

庁舎以外の町有財産に係る損害保険料や建物等の維持管理に関する経費を支出しました。 

 

〈企画費〉   

（担当：総務課住民グループ・総務課政策経営室・産業建設課産業グループ） 

いきいきふるさと推進事業        決算額 ２２７万円（２６３万円） 

 町内に転入された方には、中頓別で生活する上での必要な情報の提供を行います。 

 また、子育てに対しては祝い品の贈呈や支援を行い、地域が温かい気持ちで支えあうまち

づくりを目指します。 

 ・転入支援事業  中頓別町生活情報誌の配布              ３万円 

 ・子育て支援事業 出生祝金（商工会発行商品券 １人 30,000円分）   ２７万円  

          絵本プレゼント（１歳児、１歳６ヶ月児、３歳児を 

          対象に１人２冊を乳幼児健診時に手渡し）       ６万円 

          紙オムツ、紙オムツ用ごみ袋            １１万円 

 ・結婚支援事業  結婚祝金（夫婦 1組 300,000円）         １８０万円          

そうや自然学校事業            決算額 ５３３万円（６２７万円） 

 中頓別町の豊かな自然環境を活用した体験活動を町内外の利用者に提供することで、地域間

の交流促進を図るとともに、地域の魅力を広めるほか、学習活動や体験観光の展開による地域

の活性化を目指しています。 

 ・人件費                             ３３９万円 

 ・催事開催事業費                          ４７万円 

 ・施設維持管理費                         １３５万円 

 ・研修旅費等                            １２万円 

移住定住促進事業         決算額 １，３５４万円（１，３５０万円） 

※うち、１，１４１万円は平成 26年度からの繰越明許費です。 

 平成１８年度から北海道移住促進協議会に参画し、移住・定住を促進するための事業に取り

組んできています。 

今年度は国の地方創生に係る交付金を活用して、おためし暮らし用住宅を１棟増やしたほか、 

ポスターやパンフレット、ＤＶＤなどのプロモーション用素材を作成しました。これによりお 

ためし暮らし用住宅は４棟となり、平成２７年度は４組８名の方々のご利用がありました。現

在は、３棟のおためし暮らし用住宅を用意して受入れを行っており、この取り組みをきっかけ

として二地域居住や移住へと繋げていけるように今後もこれを継続していきます。また、東京

で開催された北海道暮らしフェア等に参加して、本事業のＰＲを行いました。 

 ・人件費、活動備品                        ２８６万円 

 ・おためし暮らし用住宅整備費                   ３７６万円 

 ・中頓別タウンプロモーション業務委託料              ４９９万円 

・北海道移住定住促進協議会会費                        ５万円 

 ・諸会議等出席のための旅費                         ２万円 
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 ・北海道暮らしフェア等参加費                      １８６万円 

移住体験事業実績 

 おためし暮らし 二地域居住 完全移住 

～H23 45組 96人延 1,376日 4組 12人 1組 3人 

H24 6組 11人 延 481日 － 2組 2名 

H25 6組 14人 延 417日 － 2組 4人 

H26 4組 6人 延 488日 － － 

H27 4組 8人 延 499日 － － 

計 65組 135人 延 3,261日 4組 12人 5組 9人 

花とみどりのまちづくり推進事業       決算額 ３５万円（３８万円） 

 住民参加を基本に美しく快適で潤いのある生活環境をつくるため、公共施設に花樽の設置

を行ったほか、有志団体の協力により、旧開発跡地広場に花壇の整備を行いました。 

・花樽設置 １２施設 ２７樽 プランター２施設 １１台 

・旧開発跡地広場花壇 ７面 

・花苗・消耗品費等                         ２８万円 

・委託料                               ７万円 

環境保全活動推進事業             決算額 ０．２万円（６万円） 

環境の保全と創造を町民が自主的・主体的に進めていくため、条例･計画に基づいた推進に

努め、環境保全に関する事項について諮問するため、環境基本法の定めに基づき町環境審議

会を推進します。 

・中頓別クリーンアップ週間実施                   ０.２万円 

自治会連合会運営補助事業        決算額 １３０万円（１３２万円） 

 自治会の育成指導、相互の連絡調整を図り、住民福祉の増進並びに地域振興発展に寄与す

ることを目的とする自治会連合会に対し補助金を交付しました。 

 ・各自治会に配分                         １３０万円 

全国過疎地域自立促進連盟事業          決算額 ５万円（５万円） 

 過疎地域における産業、経済の開発振興と地域住民の生活、文化の安定向上を図る、全国

過疎地域自立促進連盟と連携し、過疎地域対策の充実強化を図っています。 

総合開発委員会事業              決算額 ９万円（１９万円） 

 平成２４年度からスタートした第７期総合計画に基づき、豊かで住みよいまちづくり、誰

もが住んでよかった、いつまでも住み続けることのできるまちづくりを実現するため、計画

の推進管理を重点的に行いました。 

 ・委員会の開催 本委員会 ２回  外部評価委員会 ４回        ９万円 

 ・委員等旅費                           ０．２万円 

地方バス路線維持対策事業     決算額 １，５９８万円（１，５９８万円） 

 平成元年度にＪＲ天北線が廃止され、代替バスの運行が開始し、これまで関連市町村で連

携を取り、連絡調整協議会により様々な対策を検討してきました。 

平成２６年度においても、バス路線を維持するために必要な補助を行いました。 
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・地域間幹線系統確保維持分                    ３１３万円 

・地域間幹線系統確保維持分（買支え）             １，２４７万円 

・市町村単独路線維持分                       ３８万円 

町内対抗スポーツ大会補助事業        決算額 ３９万円（４０万円） 

 北緯４５度夏まつりにあわせて地域住民が楽しめる競技として町内対抗スポーツ大会を実

施しており、大会実行委員会に対して、その運営費を補助しました。 

天北線バス定期運賃補助事業       決算額 １０８万円（１２１万円） 

 平成元年度にＪＲ天北線が廃止され、代替バスに転換となってから、通学生の通学費用の

軽減を図るために定期運賃に対して補助金を交付しています。 

    補助実績 平成２４年度  ３２人 １５０万円 

         平成２５年度  ３０人 １４４万円 

        平成２６年度  ２８人 １４１万円 

土地利用等規制対策事業             決算額 ５万円（５万円） 

 国土利用計画法に基づく規制、誘導や土地取引の届出事務に要する経費です。 

北方領土復帰期成同盟事業            決算額 １万円（１万円） 

我が国固有領土である北方四島の返還を求めるため、全道の市町村や関係団体で組織する

北方領土復帰期成同盟に加盟しています。毎年、この北方領土問題に対する啓発活動に取り

組むとともに、北方領土返還要求署名運動を推進しています。 

中頓別自然ふれあい活動推進事業       決算額 １１万円（１５万円） 

頓別川を代表とする豊かな自然の姿を見つめ直すため、環境保全（教育）活動の一環とし

て様々な調べ活動を実施しています。平成２７年度は春に頓別側川のカワヤツメの観察と秋

には河川の水質調査を行いました。 

・講師謝礼                              ７万円 

・講師旅費弁償等                           ４万円 

消費者行政活性化事業            決算額 １７万円（１８万円） 

消費生活相談窓口の機能強化と消費生活相談員等の資質向上を図るとともに、被害予防に

関する普及啓発に努めました。 

・稚内消費者センター負担金                     １４万円 

・諸会議等出席のための旅費                      ３万円 

地域づくり活動支援補助事業         決算額 ０万円（１００万円） 

 町民による地域特性や地域資源を活かした地域づくりを推進する活動に対して補助金を交

付することにより、地域振興と町民福祉の向上を図ることを目的としています。 

 平成２７年度は補助実績がありませんでした。 

定住自立圏事業                決算額 ０．４万円（４万円） 

中心市宣言（定住自立圏構想推進要綱第４に規定）を行った「稚内市」「名寄市及び士別市」

と相互に役割を分担し連携しながら、定住に必要な都市機能及び生活機能を確保し、安心し

て暮らせる定住自立圏を形成することを目的に取り組んでいます。 

・諸会議等出席のための旅費                    ０．４万円 
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業務マネジメント運営事業           決算額 ７１万円（７１万円） 

第７期中頓別総合計画の推進管理と行政評価の実施体制の充実を図るためのシステム運営

経費です。 

自治会連合会冬季コミュニティ活動備品整備事業 

 決算額 １３０万円（１３０万円） 

町民の冬期間の運動不足解消と交流の促進を目的として、自治会連合会で歩くスキーを購

入するため、コミュニティ助成事業として申請し自治会連合会へ交付しました。 

新エネルギー導入事業            決算額 ０，３万円（３０万円） 

 町の基幹産業と密接に関係する畜産系及び森林系バイオマス資源のエネルギー活用につい

て検討を進めるため、先進地視察やフォーラムを開催しました。 

  ・職員旅費等                          ０．３万円 

集落支援事業              決算額 ２４０万円（２７７万円） 

 高齢化が進行する集落においては、自治会活動や日々の見守り活動、除雪や買い物などの

日常生活に不安を期しているところであり、地域に生活する方々が安心して生活できる環境

を確保するため、小頓別地区に集落支援員を配置しました。 

 ・共済費、賃金                          １９５万円 

 ・消耗品、燃料費、車両修繕費等                   ２４万円 

 ・備品購入（パソコン・プリンター）                 ２１万円 

まちづくり団体支援事業             決算額 ３万円（３万円） 

 地域の振興や発展に向けたまちづくり活動を行う団体に対して支援を行いました。 

  ・中頓別町まちおこしイベント協会負担金               ３万円 

人口減少問題対策事業          決算額 ５９３万円（６５２万円） 

 ※うち、４１万円は平成 26年度からの繰越明許費です。 

 急速に進む人口減少を少しでも抑制するため、様々な施策を講じながら地域課題の解決に

向けた取り組みを進めていくため、平成２７年１２月に中頓別町人口ビジョンと総合戦略を

策定しました。 

 ・人口ビジョン、総合戦略策定経費                 ５４１万円 

 ・フォーラム開催経費                        ２０万円 

 ・職員旅費等                            ３２万円 

地域青年交流の場設定事業        決算額 １４２万円（２０８万円） 

 ※うち、７３万円は平成 26年度からの繰越明許費です。 

 平成２７年９月に「なかとんべつ青年交流事業実行委員会」を設立し、地域の青年同士の 

交流機会として、各種研修会北海道大学留学生との交流会を実施しました。 

 ・なかとんべつ青年交流事業実行委員会補助金            １２２万円 

 ・フォーラム講師報酬費等                      ２０万円 

新たな生活交通路線検討事業         決算額 ６５万円（８４万円） 

 天北宗谷岬線の沿線自治体等で構成する「天北線地域公共交通会議」において策定した「天 

北地域生活交通ネットワーク維持計画」に基づき、平成２８年１０月実施を予定した路線再
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編に向けて具体的な検討を実施しました。 

 結果的には当初想定したような負担軽減には繋がらないことが明らかとなったため、計画

に基づく再編案は見送ることとし、新たな方策の検討を進めることとします。 

全社会資源参加シェアコミュニティ構築事業 

決算額 ０万円（３，１２６万円） 

 ※うち、３，１２６万円は平成 28年度への繰越明許費です。 

 地域の限られた人的・社会的資源を有効に活用していくために、これらをシェアリング（共

有）する仕組みを構築することで人口減少社会に対応した地域づくりを進めていきます。当

面は地域交通の分野に関して検討を進めることとし、既存の交通資源の効果的な運行形態の

在り方や新たな仕組みの構築を行うこととしています。 

企画総務事業              決算額 ２５２万円（２４８万円） 

上記の事業の他、総務課政策経営室の一般的な事務を行うために必要な経費です。 

・臨時職員賃金                          ２０４万円 

・職員旅費等                            ３０万円 

・消耗品費等                            １８万円 

 

〈公平委員会費〉  

（担当：総務課総務グループ） 

公平委員会事務事業              決算額 １万円（０．２万円） 

 この経費は、宗谷公平委員会負担金に充てられました｡ 

 

〈生活安全推進費〉 

（担当：総務課住民グル―プ） 

生活安全推進事業             決算額 ８７万円（１０６万円） 

生活安全事業                          ３４万円 

平成 29年 2月 5日の交通事故死ゼロ 1000日の達成に向け、今後も関係団体との一層の

連携強化と、交通事故撲滅をめざし、交通安全意識と啓蒙を推進しました。 

また、高齢者世帯や児童を不審者等から守る活動等が重要であることから、警察、ボラ

ンティア団体などと連携し、町内巡視などを取り組みました。 

・道交通安全推進委員会負担金                  ３万円 

・啓発資材、消耗品、燃料代、安全車修繕費等          ３１万円 

交通指導員事業                          ３６万円 

 交通安全対策を推進するため、交通指導員を委嘱して活動を推進しているほか、安全啓

発活動などを行っています。今後も、全町民一丸となって取り組みを強化します。 

・交通指導員の報酬及び費用弁償                ３６万円 

  地域生活安全協会補助事業                   １７万円 

 地域住民の生活を守る活動の充実を図るため地域生活安全協会に対し、その運営費の一

部を補助しました。 
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〈防災会議費〉  

（担当：総務課総務グループ） 

防災対策事業                   決算額 ４万円（８万円） 

町民の生命と財産を守るため防災会議を開催するとともに、防災訓練・防災備品の整備な

ど日頃から安全な地域社会を確保するために必要な経費を支出しました。 

 

〈バス転換関連施設維持管理費〉  

 （担当：産業建設課建設グループ） 

天北線バス関連施設維持補修事業     決算額 ３１７万円（３４７万円） 

バス路線の円滑な運行やバス利用の促進を図るため、バスターミナル等の維持管理にかか

る経費を支出しました。 

 

〈情報推進費〉  

（担当：総務課総務グループ） 

中頓別町電子自治体推進事業      決算額 ８０７万円（３，８０８万円） 

 ※うち、２，９４６万円は平成 28年度への繰越明許費です。 

国が進める電子政府・電子自治体に対応し、平成 16年度から本町も地域情報化、行政情報

化を整備し、合理的かつ効果的な行政事務の改善とサービスの向上を図ってきました。 

これら電子自治体等の機器、システムの保守や維持に必要な経費を支出しました。 

 

〈税務総務費〉 

（担当：総務課住民グループ） 

町民税事業                  決算額 ７３万円（７４万円） 

 個人住民税の賦課業務に要した経費です。 

固定資産税事業              決算額 １３２万円（１３８万円） 

 土地・家屋・償却資産の賦課業務に要した経費です。 

軽自動車税事業               決算額 １７万円（１７万円） 

 軽自動車税の賦課業務に要した経費です。 

法人税事業                 決算額 ７万円（５６万円） 

 法人税の賦課業務に要した経費です。 

納税管理事業                決算額 ３３万円（４０万円） 

 徴収簿収納管理、滞納税額の管理及び個別徴収に要した経費です。 

税務庶務事業                決算額 ３３万円（４２万円） 

 予算管理、条例整備、文書管理等及び各種庶務事務に要した経費です。 

所得税確定申告関係事業         決算額 １１３万円（１０８万円） 

 所得税の確定申告書の作成支援及び税務相談を受けることによって、相談者への利便性を

図りました。 
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〈戸籍住民基本台帳費〉 

（担当：総務課住民グループ） 

戸籍事務事業                 決算額 ２１万円（２４万円） 

 戸籍法に基づき、戸籍・除籍・改製原戸籍の管理及び発行や住民に関する事務処理に要した

経費です。 

住民事務事業               決算額 ６３６万円（６６８万円） 

 住民基本台帳法等に基づき、町民の居住環境の公証、選挙人名簿の登録その他住民に関す

る登録、証明事務に関する事務処理の基礎となるもので、住民に関する記録を正確かつ統一

的に行うシステムの保守管理業務を委託しています。 

 住民基本台帳ネットワーク機器保守等                 ６９万円 

 総合行政システム機器保守等                    ５６０万円 

 公的個人認証機器保守等                        ７万円  

社会保障・税番号制度システム整備事業 

 決算額 １，０５５万円（１，１１６万円） 

 「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」の制定に

伴い、関連する情報連携に向けたシステム整備に要した経費です。 

 

〈戸籍共同運用費〉  

（担当：総務課住民グループ） 

戸籍共同運用事業              決算額 ３５６万円（３５６万円） 

平成２６年１０月から稼動している戸籍システムについて、宗谷３町（豊富町、浜頓別町、

中頓別町）で共同運用するための機器更新経費及び保守費用に要した経費です。 

共同利用のサーバ・システムの管理は浜頓別町に事務委託し、運用経費を浜頓別町に負担

金として支出しました。 

 

〈選挙管理委員会費〉  

         （担当：選挙管理委員会事務局） 

選挙管理委員会事業             決算額 ８６万円（９４万円） 

この経費は、主に選挙管理委員（４人）の報酬、費用弁償など選挙管理委員会を運営する

経費として支出しました。 

 

〈選挙啓発費〉〈在外選挙費〉           決算額 １万円（１．２万円） 

 （担当：選挙管理委員会事務局） 

 新たに選挙権を得た新成人などに選挙の大切さを理解してもらうため、成人式にパンフ

レットを配布します。また、国外に居住する在外選挙人の名簿登録事務に係る郵便料につ

いては請求がなかったことから未執行になりました。 
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〈知事道議会議員選挙費〉         決算額 １５３万円（１５４万円） 

   （担当：選挙管理委員会事務局） 

 平成２７年４月１２日に執行された北海道知事選挙及び北海道議会議員選挙のうち平成

２７年度中に支出した選挙事務の経費です。 

 

〈町長町議会議員選挙費〉         決算額 ２９３万円（２９４万円） 

   （担当：選挙管理委員会事務局） 

 平成２７年４月２６日に執行された中頓別町長・町議会議員選挙で支出した選挙事務の

経費です。 

 

〈統計調査費〉  

（担当：総務課住民グループ） 

統計調査業務事業             決算額 ２０７万円（２０８万円） 

 ・学校基本調査                             １万円 

   文部科学省が毎年行う幼稚園から高校までの生徒数等の実態を把握する調査です。 

   ５月１日を基準として、本年度も調査を行いました。 

 ・工業統計調査                             １万円 

   経済産業省が毎年行う工業（製造業）の実態を把握する調査です。 

   毎年１２月３１日を基準として、調査を実施していますが、本年度は経済センサス―

活動調査の事前調査があり、重複するため中止となりました（管内打合せ会のみ実施）。 

 ・経済センサス－調査区管理                       １万円 

   平成２８年度に予定している経済センサス活動調査を円滑に行うための基礎調査内容

の修正等の事務に要した経費です。 

・経済センサス－活動調査                         ４万円 

  平成２８年度に実施する基幹統計調査の準備事務です。調査員等の選考・配置等を 

行うとともに調査地図を作成しました。 

   ６月１日を基準日として、事業所の名称、事業の種類、従業者数など事業活動の基本

的な事項を調査しました。 

 ・商業統計調査                             ０万円 

   商業を営む事務所について、細かな実態を明らかにし、商業に関する行政施策の基礎 

  資料を作成するための基幹統計調査です。 

   隔年で調査を行ないますが、平成２７年度は工業統計調査と同様に経済センサス─活

動調査と重複するため中止となりました。 

 ・国勢調査                             １９９万円 

   国の重要な基幹統計調査として、５年に一度の国勢調査（平成２７年１０月１日基準

日を実施しました。 

 ・農林業センサス                             １万円 

   平成２７年２月１日を基準日として行われた、国の重要な基幹統計調査です。 
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   ５年に一度行われるもので、農林業の生産・就業構造を把握する調査を行いました。 

 

〈監査委員費〉  

(担当：監査委員書記) 

監査委員事務事業              決算額 ８８万円（８９万円） 

この経費は、監査委員２名の報酬や監査業務に伴う費用弁償などに充てられました｡ 

 

 

 

民生費                          

〈社会福祉総務費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

社会福祉協議会運営補助事業        決算額 ６５４万円（６５４万円） 

 社会福祉協議会の運営に係る経費の一部を助成します。主に社会福祉協議会の職員２名の

人件費です。 

社会福祉総務事業               決算額 ２９万円（３７万円） 

 各種委員会の報酬やその他社会福祉事業に要する経費を支出しました。 

戦没者慰霊祭開催事業               決算額 ６万円（６万円） 

 戦争によって亡くなった中頓別町の戦没者に対し、追悼の意を表し恒久平和への誓いを新

たにするため、６月９日に開催し、遺族７名、来賓２６名の参列者で行われました。 

民生委員協議会運営補助事業       決算額 １７０万円（１７６万円） 

 民生委員・児童委員で構成する中頓別町民生委員協議会に対し、その運営費の一部を補助

しました。 

 協議会は、各民生委員の担当地区における生活状態の把握、高齢者等の安否確認、保護の

指導、社会福祉事業施設や関係行政機関との連携等の任務の遂行と円滑な運営を図ることを

目的としています。 

臨時福祉給付事業            決算額 ３５９万円（３５９万円） 

平成２６年４月からの消費税８％の引き上げに伴い、低所得者の負担の影響を鑑み、社会

保障の充実のため、臨時的に給付金を、４３１名に支給しました。 

年金生活者等支援臨時福祉給付金事業    決算額 ０万円 

※１，５２３万円は平成 28年度への繰越明許費です。 

 「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい低所得の高齢者を支援

し、平成２８年前半の個人消費の下支えにも資するように実施する、低所得者の高齢者向け

の年金生活者等に対し給付するものです。 
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〈老人福祉費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

敬老会開催事業               決算額 ５０万円（５０万円） 

 ７５歳以上の高齢者を対象に９月１２日に町民センターで、該当者１３２名、来賓１１名

の出席により敬老会を開催しました。 

 喜寿を迎える方に、記念写真を贈呈しました。 

高齢者事業団運営補助事業          決算額 ５０万円（５０万円） 

 高齢者事業団の運営に係る高齢者事業団開拓員活動事業に対し助成しました。 

高齢者乗合自動車無料乗車券交付事業     決算額 ７４万円（７２万円） 

 町内の７５歳以上の高齢者に対し、町内のバス路線区間に限り無料で乗車することができ

る乗車券を平成２７年度末で延２０４名に交付しています。 

 この事業は、宗谷バスに委託して実施されています。 

高齢者等スポーツレクリェーション大会開催事業  決算額 ５万円（６万円） 

 町内に居住する６５歳以上のお年寄りや身体障害者及び知的障害者の福祉活動の一環とし

て、７月１７日に開催し、軽スポーツ活動を通し、健康増進と融和・親睦を深めました。 

在宅老人デイサービスセンター等運営事業 

決算額 ３，４９１万円（３，５３９万円） 

 在宅老人デイサービスセンターは、在宅の要援護老人等に対し、通所の方法により各種サ

ービスを提供し、生活の助長、社会的孤立感の解消、心身機能の維持向上を図るとともに、

その家族の身体的、精神的な負担の軽減を図っています。 

 この事業は、社会福祉法人南宗谷福祉会に委託しています。 

除雪サービス事業            決算額 １４５万円（１４５万円） 

 一人暮らしのお年寄りや、お年寄りだけの世帯で、積雪による外出の不安や、冬期間の生

活環境支援のために、除雪に係る労力を確保できないと認める世帯に対して、積雪時に玄関

前など住宅周辺の除雪を行いました。 

 この事業は、社会福祉協議会に委託して実施されています。 

中頓別町ピンネシリ温泉入館料助成事業    決算額 ５１万円（５３万円） 

 町内に住んでいる７０歳以上のお年寄りや障がい者などの憩いの場の提供と心身の健康増

進のために、１７４名に入浴券を交付しました。利用者は延２，３０９名でした。 

 入浴料３８０円のうち、１６０円（入湯税含む）が自己負担となります。 

訪問介護サービスセンター運営事業 決算額 １，２９７万円（１，２９８万円） 

 在宅者の要介護老人及び障害者等に対して、ホームヘルパーを派遣する事業として、訪問

介護サービスセンターの運営を社会福祉法人南宗谷福祉会に委託している経費です。 

老人クラブ連合会運営補助事業        決算額 ３２万円（３２万円） 

 老人クラブ連合会の運営に係る経費の一部を助成しました。 

老人ホーム入所事業    決算額 １億１，２９０万円（１億１，４００万円） 

 町内外の老人ホームに入所している方の入所費用を支出しています。入所者本人と扶養義

務者は所得に応じた費用負担があります。 
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 現在の入所者数は、町内施設（長寿園）に４７名です。 

老人福祉事業           決算額 ４，４８２万円（４，４８８万円） 

 後期高齢者医療広域連合療養給付費市町村負担金などを計上しました。 

 療養給付費市町村負担金については、被保険者数及び給付費見込みを市町村ごとに算出し

ています。 

後期高齢者お見舞い金助成事業      決算額 ５３１万円（７９８万円） 

 後期高齢者に対し医療に要する経費の一部を助成することにより、医療費の負担を軽減し、

地域で安心して生活できるよう、後期高齢者の福祉の増進を図ります。 

 見舞金の額は、医療機関等に支払った医療費等のうち月額２千円以内を助成しました。 

 平成２７年度は、２８０名に助成しています。 

国保病院患者送迎事業          決算額 １６１万円（１７１万円） 

 高齢者や通院が困難な方を、市街地を除く町内全地域を対象に週３回行っている病院患者

送迎サービスの諸経費を計上しました。 

 平成２７年度の利用者は３７７名でした。 

居宅介護支援事業所運営事業       決算額 ５２８万円（５２８万円） 

高齢者福祉の促進のため、居宅介護支援事業所に運営費の一部を助成しました。 

特別養護老人ホーム施設整備助成事業    決算額９２６万円（９２６万円） 

※うち、９２６万円は平成 26年度からの繰越明許費です。 

老朽化した特別養護老人ホームの増改修事業を支援するための経費を計上しましたが、基

本設計に時間を要したため、事業費を平成２７年度に繰り越しました。 

 

〈国民年金費〉  

                          （担当：総務課住民グループ） 

国民年金事務事業                決算額 ３万円（５万円） 

 法令に基づき、市町村が行わなければならない照会業務等に要した経費です。 

 

〈障害者福祉費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

障害者医療費給付事業            決算額 ５５万円（７４万円） 

 身体に障がいがある方の身体的負担（人工透析や人工関節等）を軽減したりすることで、

日常生活が容易になるよう行われる医学的処置、薬剤、治療、材料などの給付を行う医療費

の一部を助成しました。 

 平成２７年度は、入院４件（肢体不自由・内臓障害）、入院外２件（内臓障害）に助成しま

した。 

障害者総合支援給付事業      決算額 ８，６７９万円（９，６７２万円） 

 障害者自立支援法の施行に伴い、障がい者の日常活動、居住系サービス、児童デイサービ

スといった障がい福祉サービス費の負担です。 

 現在、サービスを利用している方々は、生活保護１４名、施設入所１２名、共同生活介護
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（グループホーム・ケアホーム）１０名、就労継続支援（Ｂ型）７名、短期入所１名、児童

ディ１名となっています。 

 また、身体の障がいある方の自立した日常生活を過ごすために補う補装具３件（下肢義足

１件、補聴器０件、下肢装具１件、松葉杖０件、車椅子修理１件）の交付を行いました。 

障害者福祉事業                  決算額 ０万円（２万円） 

 障がい者福祉事業に要する諸経費を計上しています。 

地域生活支援事業              決算額 ３０７万円（３１９万円） 

 障がい者（児）が、安心して暮らすことのできる地域社会の実現、自立した日常生活又は

社会生活を営むことができることを目的として日常生活用具９４件の給付を行いました。 

地域自殺対策緊急強化推進事業           決算額 ５万円（６万円） 

自殺は、それほど多くないため、町民の身近な問題として、関心を持ってもらうための事

業として、啓発パンフレットや書籍を購入しました。 

 

〈重度心身障害者特別対策費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

重度心身障害者医療給付事業    決算額 １，０３１万円（１，１６３万円） 

 心臓、腎臓、呼吸器、膀胱、直腸、小腸、免疫若しくは肝臓の機能障がいである１級から

３級の障がいに該当している方などの医療費の一部を助成しました。 

 

〈地域福祉対策事業費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

緊急通報システム事業             決算額 ５１万円（６４万円） 

 ひとり暮らしのお年寄りや身体の不自由な方などの、増え続ける独居世帯者の安心を確保

するために、緊急通報システム端末の貸与を行いました。 

 平成２７年度末現在、安全センター８戸、健康づくり財団２戸の設置となっています。 

福祉ハイヤー助成事業          決算額 ５６５万円（７１９万円） 

重度肢体不自由者等、７０歳以上の高齢者（一部制限があります）の通院などが容易にな

るように、タクシーチケット（１枚５００円）を支給します。交付枚数は、重度肢体不自由

者等には年間４８枚、高齢者には４８枚交付しました。 

自家用車を所有している方の配偶者（７０歳以上）は年間２４枚交付しました。 

 年度途中での交付該当者は、年間交付枚数を月割で交付しています。 

 

〈介護福祉センター費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

介護福祉センター管理事業        決算額 ３１１万円（３３９万円） 

 介護福祉センター及び保健センターの光熱水費など、施設の維持管理に係る経費です。 
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〈次世代育成支援対策費〉 

（担当：こども館） 

次世代育成支援対策事業           決算額 ５０万円（５１万円） 

 未来を担う子ども達のために、地域に開かれた認定こども園として積極的に老人福祉施設

や、お年寄りとの世代間交流を取り入れることで、豊かな人間性を身につけることを目的と

して世代間交流を行ってきました。また、町内の子ども達の健やかな成長ぶりを見守ったり、

小学校・中学校・高校生（町内在住の高校生）との交流をもつことによって、社会性や協調

性を養うことを目的として異世代交流会を行いました。 

事業名 交流区分 内  容 参加人数 

保育所地域活動事業

（世代間交流） 

（異年齢児交流） 

 

世 こども園花壇づくり 16名 

世/異 運動会 150名 

世/異 盆祭り 133名 

世/異 マスクプレイオペレッタ 75名 

世/異 人形劇 75名 

異 畑づくり 22名 

異 保育士にチャレンジ 18名 

異 カプラ積み木講習会 46名 

世/異 しめ縄講習会 51名 

異 放課後交流 3名 

 

〈介護予防費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

介護予防事業                決算額 ６７万円（６７万円） 

 介護保険法に基づく、介護予防支援サービス（予防ケアプランの作成、サービス事業者と

の連絡調整等）を行うための経費を支出しました。 

 

〈子ども医療費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

子ども医療給付事業           決算額 ２９３万円（３６４万円） 

 満１８歳までの子ども達に対し医療費の無料化を図り、疾病の早期診断と早期治療を促進

し、子ども達の保健の向上と福祉の増進、子育て世代家庭の経済的負担の軽減を図っていま

す。 

 

〈児童措置費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

児童手当支給事業         決算額 １，８３６万円（１，８３６万円） 

 児童を養育している方に手当を支給することにより家庭における生活の安定に寄与すると
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ともに、次代の社会をになう児童の健全な育成及び資質の向上に資することを目的に、以下

基本額（月額）を年３回支給しました。 

 ・３歳未満                 15,000円 

 ・３歳から小学校終了前の第２子まで     10,000円 

 ・３歳から小学校終了前の第３子以降     15,000円 

 ・中学校終了前               10,000円 

 ・特例給付                  5,000円 

障がい児生活支援事業            決算額 ３６万円（３７万円） 

 南宗谷子ども通園センター負担金や図書購入費などです。 

子育て世代臨時特定給付事業         決算額 ７４万円（８２万円） 

 平成２６年４月からの消費税８％の引き上げに伴い、子育て世帯への影響の緩和と消費の

下支えを図る観点から、臨時的に給付金を支給するための諸経費を計上しています。 

 

〈ひとり親家庭等医療給付費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

ひとり親家庭等医療給付事業           決算額 ９万円（７０万円） 

ひとり親家庭等の健康の保持を図るため、医療費の一部を助成します。 

〈認定こども園費〉  

（担当：こども館） 

認定こども園事業          決算額 １，３４１万円（１，４１５万円） 

 小学校就学前の子どもを対象とし、一人ひとりの子どもの状況や発達過程を踏まえ、地域

の実情に応じた創意工夫のある、教育及び保育を一体的に提供してきました。 

 

〈地域子育て支援費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ・こども館） 

地域子育て支援事業              決算額 ４９万円（５１万円） 

 すべての子育て家庭を対象に、親子の集いの場の提供や、子育てに関する情報提供、及び

相談事業を行いました。 

講演会（年２回） 

講 座（年７回） 

遊びの広場（月７回～９回） 

子育てサロン（月１回） 

子育て相談事業（随時） 

子ども子育て支援対策事業         決算額 １７２万円（２００万円） 

※うち、１７２万円は平成 26年度からの繰越明許費です。 

中学生以下の子どもを養育する世帯に、町内の商店で利用可能なまごころ商品券（１人１

万円分）を１７２セット交付し、新規の消費誘発を図りました。 
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〈放課後児童健全育成費〉  

（担当：こども館） 

放課後児童健全育成事業         決算額 １１８万円（１１９万円） 

 就労等により、保護者が昼間家庭にいない小学生を対象として、家庭的機能の補完をしな

がら遊び及び生活の場を提供し、児童の健全育成を目的に行いました。 

〈養育等医療費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

養育等医療費                決算額 １６万円（６８万円） 

出生時の体重が 2,000ｇ以下または身体の発育が未熟のまま出生した子どもで、指定医療

機関へ入院し、養育を行う必要のある子どもに対して、医療の一部を助成するとともに、18

歳未満で体に障がいや病気があり、放置すると将来体に障がいが残る可能性があるが、手術

等の治療で障がいの改善が期待出来る子どもに対して、医療費の一部を助成しています。 

平成２７年度では、育成医療１件に対し給付しています。 

 

 

 

衛生費                          

〈予防費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

感染症予防事業                 決算額 ３万円（３万円）   

 感染症法に基づく結核検診や北海道エキノコックス症対策実施要領に基づくエキノコック

ス検診を行い、早期発見・早期治療のための諸対策を講じました。結核検診は６５歳以上の

方を対象に実施し１名が受診しました。エキノコックス検診は小学生３年生の方を対象に実

施し、小学校４・５年生及び中学３年生に個別案内を行い１３名が受診しました。 

保健予防事業              決算額 １３５万円（１４７万円）   

 保健予防全体に係わる事業（会議・研修・車両維持・システムの更新等）を円滑に推進し

ました。車両の老朽化により保健指導車（軽自動車）を購入しました。 

予防接種事業              決算額 ６０９万円（６８１万円）   

 予防接種法に基づき定期の予防接種（ＢＣＧ、不活化ポリオ、二種混合、三種混合、四種

混合、麻しん風しん、ヒブ、小児用肺炎球菌、水痘、６５歳以上の方のインフルエンザ、６

５歳以上の肺炎球菌（定期対象者））を医療機関に委託し、実施しました。ヒトパピローマウ

イルス感染症は国からの勧告により積極的勧奨を控えています。また、任意の予防接種（６

５歳未満の方のインフルエンザ、６５歳以上の方の肺炎球菌（定期対象以外））を受ける方に

費用の一部を助成しました。 
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〈母子衛生費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

母子健康相談健康教育事業          決算額 １１万円（１１万円） 

 妊婦・乳幼児の健康相談、栄養相談、健康教育事業を実施し、安心して子どもを生み育て

ることができるように支援しました。 

母子健診事業              決算額 １４２万円（１５４万円） 

 母性と乳幼児の健康の保持増進を図る事を目的に、妊婦の健康診査に対する助成、乳児健

診、1歳 6ヶ月児健診、3歳児健診を行いました。さらに精密検査が必要な方には費用の一部

を助成しました。 

母子歯科保健事業              決算額 １１万円（１２万円） 

 乳幼児の虫歯予防のための歯科医師による健診と歯科衛生士によるフッ素塗布と歯科指導、

保健師、・栄養士による相談等を年に３回実施し、延８３名の利用がありました。 

不妊治療費助成事業             決算額 １７万円（２５万円） 

 不妊治療により妊娠を希望されるご夫婦の経済的負担を軽減することを目的に治療に係る

医療費の一部助成しました。 

 

〈環境衛生費〉  

（担当：総務課住民グループ） 

一般廃棄物処理事業    決算額 １億１，３２１万円（１億１，７００万円） 

 一般廃棄物処理については、可燃ごみ及び生ごみは、南宗谷衛生施設組合において処理し、

リサイクル及び不燃ごみの処理は、町において分別収集をしました。 

・南宗谷衛生施設組合負担金                  ５，７３５万円 

・ごみ処理事業（収集・埋立処分場管理等）委託料        ３，１８５万円 

・その他ごみ袋購入、販売委託料等                 １２５万円 

・一般廃棄物処理基本計画策定業務委託料              １９２万円 

・破砕機整備等工事                      ２，０８４万円 

環境衛生事業                 決算額 １５万円（２１万円） 

 住みやすい環境の確保のため、狂犬病予防・有害駆除（スズメバチ等）・エキノコックス症

媒介動物（キツネ）対策及び環境美化に要した経費です。 

 平成２７年度は、７４頭の畜犬に対し狂犬病予防注射を実施しました。 

合併処理浄化槽設置整備事業           決算額 ０万円（９８万円） 

 合併処理浄化槽を整備しようとする方に対し、合併処理浄化槽設置整備事業補助要綱に基

づき助成します。 

 平成２７年度は実績がありませんでした。 

公衆浴場確保対策事業             決算額 ２０万円（２０万円） 

 地域住民の保健衛生上必要な浴場を確保するため、「公衆浴場の確保のための特別措置に関

する法律」及び「中頓別町公衆浴場確保対策補助交付要綱」に基づき対象施設営業者に補助

しました。 
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〈墓地火葬場費〉 

（担当：総務課住民グループ） 

墓地火葬場維持管理事業         決算額 ５８９万円（６０１万円） 

 町内に設置されている５ヶ所の墓地と火葬場１ヶ所の維持管理に要した経費です。 

 ・墓地維持管理委託料等                      ２２万円 

 ・無縁物故者之碑改修費                     １２６万円 

 ・火葬場維持管理委託料等                    １１７万円 

 ・火葬炉霊台車購入                       ３２４万円 

 

〈病院費〉 

（担当：総務課政策経営室・保健福祉課保健福祉グループ） 

国民健康保険病院事業運営補助事業 

決算額 ３億７０４万円（３億１，８９５万円） 

 中頓別町国民健康保険病院の運営に対する補助金を支出しました。 

第２次救急医療事業           決算額 １３５万円（１３６万円） 

 中心都市宣言（定住自立圏構想推進要綱第４に規定）を行った「名寄市及び士別市」との

相互に役割を分担し連携しながら取り組む、上川北部地域広域第２次救急医療事業に係る経

費です。 

 

〈診療所費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

歯科診療所施設整備事業      決算額 ３，５５８万円（４，５８２万円） 

歯科診療所の施設整備を行い、充実した地域の歯科保健、歯科診療ができるように支援し

ました。 

 

〈地域保健対策費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

地区組織活動事業              決算額 ３８万円（４２万円） 

 各地区から選ばれた保健推進員とともに健康づくりに取り組みました。 

 1年間の保健事業をのせた健康カレンダーを全戸配布しました。 

 

〈健康増進費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

がん検診事業               決算額 ２２６万円（２５４万円）                         

 各がん検診（胃がん、肺がん、大腸がん、前立腺がん、子宮がん、乳がん）を実施し、が

ん患者を早期に発見し、早期治療に結びつくように援助しました。 

 大腸がん検診については特定の年齢の方に検診の個別勧奨を行うとともに、検診を無料で

受けられるクーポン券を発行しました。働く世代の女性支援のためのがん検診推進事業に取
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り組み、過去に乳がん健診、子宮ガン健診で無料クーポン券を発行し未受診だった方に受診

勧奨を行い、がんの早期発見と健康意識の普及啓発を図りました。 

 各種がん検診の受診者数は、胃がん検診１８７名、肺がん検診１６１名、大腸がん検診２

１１名、子宮頸がん検診８３名、乳がん検診９５名でした。 

健康教育事業                 決算額 ５０万円（４７万円） 

 各地区等での健康相談や健康教室などを通して、より健康的な生活が継続できるように支

援を行いました。健康づくりセミナーを介護予防事業と合わせて１４回開催しました。健康

増進法に基づく４０～６４歳の健康教育は３９回２６４名の参加がありました。健康相談は

６４回１４２名の参加がありました。その他、保健師、栄養士は随時家庭訪問を行いました。

健康診査事業                決算額 ６３万円（５９万円） 

 健康増進法に基づく健康増進事業（骨粗鬆症検診、肝炎ウイルス検診）の他、同法施行規

則に定める健康診査及び保健指導（医療保険者が行う特定健診等の対象以外の方）を実施し

ました。個別の健診結果をもとに生活習慣病予防や改善に向けた支援を行いました。 

歯科保健事業                 決算額 ４７万円（５１万円） 

 80 歳で 20 本の歯を保つことでさらに豊かな生活ができるよう、生涯を通した歯の健康づ

くりを推進します。特定健診等とあわせて８０２０さわやか健診を行いました。幼児・児童・

生徒にブラッシング指導を行い、虫歯予防ができるように支援しました。 

健康増進事務事業              決算額１４６万円（１６４万円） 

 健康増進法に基づく事業（会議・研修・車両維持等）を円滑に推進しました。 

 

 

 

労働費                         

〈労働諸費〉  

                          （担当：産業建設課産業グループ） 

稚内雇用対策協議会関係事業          決算額 ０．２万円（１万円） 

地域における雇用問題に関して関係機関と連携し、各種雇用対策の円滑な推進を図りまし

た。 

 ・諸会議等出席のための旅費                   １万円 

緊急雇用創出対策推進事業             決算額 ０万円（１万円） 

 厳しい雇用情勢に対処すべく、失業者に対する雇用や就業機会を創出する事業です。        
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農林水産業費                       

〈農業委員会費〉  

（担当：農業委員会事務局） 

農業委員会活動促進事業          決算額 １６１万円（１６６万円） 

  農業委員会等に関する法律に規定する事項に係る法令事務及び中頓別町農業委員会に対す

る事務委任に関する規則に基づく町から事務委託されている事務（農地の所有権移転・賃貸

借や転用等）の執行を行いました。また、広報活動やホームページを通じて農業委員会の情

報提供を行うとともに、地区別懇談会を開催し農業者の意見を聞きながら事務を進めました。 

農地制度実施円滑化事業            決算額 １５万円（１５万円） 

農地パトロール時における農地の利用状況調査や耕作放棄地全体調査を通じて遊休農地や

耕作放棄地の防止・解消を図るとともに、新農地法に関する農業委員及び職員の研修を実施

しました。 

農業担い手対策事業             決算額 ３７万円（３７万円） 

  中核となる農業者（認定農業者）の拡大を図るとともに、家族経営協定の締結推進により

妻や農業後継者の役割を明確にし、家族経営の安定を促進しました。また、後継者のいない

高齢農業者への戸別訪問を実施し第三者継承による新規参入の促進を行うとともに、中低年

齢の独身の農業後継者や経営者に対してパートナーとの出会いの場を提供し、農業経営の継

続を促進しました。 

農地基本台帳管理事務事業           決算額 ４１万円（４１万円） 

  農地法の改正に伴い、農地を管理する台帳を電子化し、固定資産税台帳や住民基本台帳と

の整合性を図り、インターネットで公表することが義務化されたことから、国費補助を活用

し、新たなシステムを導入しました。 

 

〈農業振興費〉  

（担当：産業建設課産業グループ） 

中頓別町農業体験交流施設（食彩工房「もうもう」、体験農園「オガル」） 

管理運営事業              決算額 ６６６万円（６７６万円） 

 中頓別町農業体験交流施設の施設管理運営費です。 

  ○中頓別町農業体験交流施設の管理の代行のための指定管理料 ６１８万円 

   ・管 理 施 設  農産物加工研究施設（食彩工房「もうもう」） 

           農業体験施設（体験農園「オガル」） 

   ・業務の範囲  施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管

理に関する業務 

   ・指 定 期 間  平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日 ４年 

  ○中頓別町農業体験交流施設修繕費      ４８万円 

認定農業者支援事業              決算額 ９２万円（９２万円） 

本町農業の中核的な担い手として、経営規模の拡大や集約化、複合化などによって、魅力
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ある経営実践を目指す意欲ある農業者を「認定農業者」として町長が認定し、各種の支援を

行いました。 

○農業経営基盤強化資金利子助成事業 

 法律に基づいて、積極的な経営を展開する認定農業者が借り入れた「農業経営基盤強

化資金（通称：Ｌ資金）」に対する利子の助成を行いました。 

農業振興事業              決算額 １８５万円（２４１万円） 

  農業行政の推進のため、農用地区域の管理、農業振興地域整備計画の策定・管理、農業担

い手対策の推進、農業関係制度資金などの他、地産地消・農業体験の推進に係る事業を実施

しました。 

中山間地域等直接支払交付金交付事業  

決算額 ３，１７２万円（３，１７５万円） 

農業者が現在耕作している農地の面積に応じて、農業者が主体となり組織された中山間地

域等直接支払制度推進協議会に対して、国費・道費・町費より交付金を交付しました。 

中頓別町農業担い手育成事業    決算額 ２，０６８万円（２，０７８万円） 

  本町での新規就農を希望する酪農研修生への支援や、新規就農希望者の募集・経営継承希

望農場の実態調査、研修生用宿泊施設建設費の助成、農業後継者を対象とした視察研修等を

行いました。 

青年就農給付事業            決算額 １１２万円（１１２万円） 

  新規就農者（親元就農者含む）は、就農後の経営の安定化に期間を要することから、経営

が軌道に乗るまでの間、一定条件を満たす新規就農者に対し国が支援を行う制度で、平成２

４年度から実施されています。 

農地中間管理事業         決算額 １，３５３万円（１，３５３万円） 

  国は、農業者の減少・高齢化や耕作放棄地の増加が進む中で、担い手への農地の集積と集

約化を加速化し、農業の生産性向上を図るため農地中間管理機構制度を創設し、この制度を

活用して農地の集積を行った地域や農地の出し手農家に対して、一定の条件を満たした場合、

国から交付金が交付されます。平成２７年で本町において本制度を活用した農地の集積が図

られたことから、国から交付金が交付されたものです。 

多面的機能支払事業          決算額 ３８３万円（３８３万円） 

 農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため地域の共同活動に支援を行い、農

用地、水路、農道等の地域資源の保全管理を図りました。 

  農業者が現在耕作している草地・畑の面積に応じて、農業者が主体となり組織された推進

協議会に対して、国費・道費・町費により交付金が交付されました。 

小規模土地改良事業          決算額 １０８万円（１０８万円） 

平成１２年度に整備した集乳道の道路横断側溝が破損し、降雨や融雪水の処理が出来な 

くなった事から、側溝の改修を行いました。 

○上駒地区小規模土地改良事業 

（事業期間  平成２７年度） 

・事 業 費  １０８万円（補助金５４万円） 
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・事業内容  集乳農道の横断側溝整備 L=１２．7ｍ 

・施工場所  上駒地区 

小規模・多機能ミルクプラント拠点づくり事業 

         決算額 ０万円（３，２５９万円） 

 ※うち、３，２５９万円は平成 28年度への繰越明許費です。 

  地域で生産される生乳を地域で消費したいという町民からの強い意向を受け、農業体験交

流施設を活用し、乳処理業の許可等を所得し、地域ブランド牛乳として小規模な牛乳製造施

設を整備する事業です。 

酪農振興支援補助事業       決算額 ２，１４０万円（２，１４０万円） 

  町内の酪農家戸数は年々減少を続けており、地域の生産力も減少している状況にあること

から、乳牛の飼養施設等の整備・改修等に対して助成を行い、個々の生産力の向上を図るこ

とを目的とした事業で、平成２７年度では３戸の農家に対して助成を行っています。 

 

〈畜産業費〉  

（担当：産業建設課産業グループ） 

各種制度資金利子補給事業          決算額 ４６万円（４７万円） 

酪農経営において累増した負債により、経営悪化が余儀なくされている農家に対して積極

的に農業経営の改善を図ろうとする者が、必要とする資金の借り入れに対し生ずる利子の一

部を負担軽減措置として利子補給を行いました。 

循環農業支援センター管理事業      決算額 ２３８万円（２４５万円） 

  当該施設を利用組合に無償貸付していますが、施設管理上最低限必要な経費（設備機械の

維持管理費用や作業車両の定期点検費など）を負担しました。 

農村地域交流事業               決算額 ３１万円（３２万円） 

 ○乳牛共進会関連事業                        １３万円 

町内で飼養されている乳用牛（ホルスタイン）の精鋭を一堂に会し、道北ホルスタイン

共進会の予選会を行うとともに、農業者相互の親睦を図り、消費者との交流を深め、本町

の基幹産業である酪農業への理解を深めることを目的に開催される、中頓別町乳牛共進会

の開催経費の一部を負担します。 

中頓別町乳牛共進会で選抜された乳用牛は、中頓別町の代表として道北ホルスタイン共

進会へ出品され、審査の結果上位入賞を果たした場合には、宗谷管内の代表として北海道

ホルスタインナショナルショーへ出品されることとなり、道北ホルスタイン共進会・北海

道ホルスタインナショナルショーへ出場するための経費の一部を負担しました。 

  ・中頓別町乳牛共進会開催負担金                   ６万円 

  ・道北ホルスタイン共進会出場負担金等                ５万円 

  ・北海道ホルスタインナショナルショー出場負担金等          ２万円 

○酪農祭開催事業                          １８万円 

基幹産業である酪農を通し、地域住民と交流を図り、畜産・酪農に対する理解を求め、

地域農業の発展を全町民が共同の力で築くための事業であり、これに対し開催経費の一部
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を負担しました。 

畜産振興事業                 決算額 １０万円（１８万円） 

  畜産行政の振興を図るため、畜産関係計画の策定及び管理、家畜衛生対策、家畜糞尿等畜

産環境対策に要する業務を執り行いました。 

中頓別町営牧場運営事業         決算額 ８０５万円（８０７万円） 

乳用牛の育成部門における飼養労働力の軽減と適期受胎による生産性の向上を図るため適

正な運営を行いました。 

○町営（弥生・神崎）牧場運営業務委託事業 

・利 用 料 １頭１日あたり２００円 

・受託期間 ５月下旬から１０月中旬 

〇町営牧場草地更新工事 Ａ＝１０．０９ｈａ 

農業関係団体支援事業          決算額 ３３０万円（３３０万円） 

 ○中頓別町乳牛検定組合運営事業                   ４５万円 

     乳牛の資質向上と経営の合理化を推進するため乳牛群の能力検定を実施し、生産性の向

上等酪農経営の体質強化を図ることを目的として活動している団体の運営費の一部を補助

しました。 

 ○中頓別町酪農ヘルパー利用組合運営事業              ２８５万円    

酪農家の家族の休養・研修・旅行等に完全な休日を取り、経営の安定と生活の向上に資

するための事業に対し組合運営費の一部を補助しました。  

６次産業化推進事業                決算額 ０万円（２万円） 

魅力ある農村づくりを図るため、牛乳等の地域資源を活用した６次産業化の推進を目指し、

協議検討を進めます。 

草地畜産基盤整備促進事業      決算額 １,３８１万円（１，４０３万円）  

飼料基盤の整備、集約的な施設の整備を行い、飼料基盤に立脚した規模拡大及び生産コ 

ストに努め、持続的な畜産経営の確保育成を図りました。 

 

（事業期間  平成２７年度～平成３０年度予定） 

   ・事 業 費 1,381万円 

            （道負担分 242万円  受益者負担 1，139万円） 

   ・事業内容  草地整備改良 44.52ｈａ  

 

 

〈有害鳥獣対策費〉  

（担当：産業建設課産業グループ） 

有害鳥獣対策事業         決算額 １，１７３万円（１，３３９万円） 

  傷病等野生鳥獣の保護収容等に係る取扱い指針に基づき、野外で負傷・疾病した野生鳥獣

の保護・収容及びへい死体の処理を適切に行います。 

  野生鳥獣による農林業・生活環境被害の緩和及び防止のため、関連機関と協力して駆除等
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の対策を行いました。なお、エゾシカについては３９５頭を駆除し、有害鳥獣等処理施設に

おいて減容化処理しました。 

・有害鳥獣報償費（親熊１頭、エゾシカ３９５頭）         ５６１万円 

  ・有害鳥獣捕獲業務等委託料                    ３２万円 

  ・有害鳥獣等処理施設管理委託料                 ５６９万円 

  ・有害鳥獣対策備品購入                       ４万円 

  ・その他（研修旅費、消耗品、燃料費等）               ７万円 

 

〈農業者年金費〉  

（担当：農業委員会事務局） 

農業者年金委託事務事業           決算額 ４８万円（４８万円） 

  農業者の老後生活の安定を図るため、農業者年金への加入促進、受給者への支給手続き等

の業務を実施しました。 

 

〈林業振興費〉  

（担当：産業建設課産業グループ） 

森林管理事業                決算額２６６万円（２７０万円） 

  町有林の森林国営保険料などの町有林の管理経費及び民有林の伐採届、森林火災予防の対

策費等に要する経費を支出しました。 

森林環境保全直接支援事業     決算額 １，０７８万円（１，０７８万円） 

  森林の有する多面的な機能の持続性な発揮を図る事を目的とし、町有林の育成のために各

種事業（下刈り、間伐、造林）を実施しました。 

○下刈事業 藤井・弥生・岩手・神崎 

鍾乳洞地区            事業量 ６０．３７ｈａ 

  ○間伐事業 兵安地区             事業量 １３．４０ｈａ 

  ○造林事業 鍾乳洞地区            事業量  ４．８５ｈａ 

   ・事業費  １，０７８万円（補助金８１０万円） 

 ＜用語の解説＞ 

下刈 下刈 植栽木周辺の、雑草（笹・草等）の除去を行う。(標準：植栽後９年間） 

間伐 適正な密度で森林を管理するため、利用できる大きさに達した立木を間引くた 

めの伐採を行う。（標準：林齢３０年生以降 ※間伐実施樹種のトドマツ） 

造林 無立木地（原野）の解消を図るため植栽を行う。 

森林保護事業                決算額 ２２万円（２１万円） 

町有林の保護及び育成を目的として、幼齢林の野ねずみによる被害の未然防止のため植栽

後９年間、野ねずみ駆除剤（リンカＳ１）をヘリコプターにより空中散布します。それに先

立ち野ねずみの生態調査（６月、８月、１０月）を実施しました。 

民有林公費造林事業             決算額 ５６万円（５６万円） 

  森づくり促進のため、補助事業により実施した下刈りの査定経費（補助対象経費）に対し
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て５％を森林組合を通じて森林所有者に補助しました。 

未来につなぐ森づくり推進事業       決算額 ３９５万円（３９５万円） 

  本町内に所有する民有林について、森林としての機能の活性化を図るとともに、森林資源

の充実、森林の有する公益的機能の高度発揮を目的として、造林の標準経費（実行経費）に

対して町が１００分の２６を補助しました。 

森林整備担い手対策推進事業         決算額 ２２万円（２２万円） 

  森林労働者の就労の長期化、安定化を促進し、林業労働力の確保に資するため、森林作業

員、事業主、町及び道が一定の掛け金を負担し、就業日数が１４０日以上ある森林作業員に

奨励金を支給するものです。今年度は８名分を負担しました。 

 

〈林道費〉  

（担当：産業建設課産業グループ） 

森林管理道弥生線開設事業     決算額 ２，７４８万円（２，７４８万円） 

森林管理道の開設により、森林所有者等による計画的な森林整備や作業の機械化を図り、

木材等森林資源の循環的な利用及び林業経営の安定化を促進しました。また、森林の有する

多面的な機能である水土保全機能の強化や緑豊かな森林空間の利用の促進を図りました。 

○森林管理道弥生線開設事業 

（事業期間  平成１８年度～平成２８年度予定） 

・事 業 費  ２，７４８万円（補助金１，４０１万円） 

・事業内容  開設工事 延長＝３９８ｍ 幅＝４．０ｍ 

・施工場所  尻無川横断付近から約 1㎞のところより弥生牧場方向までの区間。 

林道管理事業              決算額 １０３万円（１１８万円） 

 中頓別町で管理している林道施設の維持補修及び管理業務を行いました。 

道営林道事業              決算額 ６７４万円（６７５万円） 

  平成２３年度に道営森林管理道菊水線開設事業が完成し、今後も計画的な森林整備や作業

の機械化の効率化が求められていることから、森林管理道整備により木材の運搬の効率の向

上や作業道と適切な組み合わせにより森林整備の促進と森林経営の安定化を促進しました。 

  ○道営森林管理道松麿線開設事業 

   （事業期間  平成２４年度～平成３３年度予定） 

   ・事 業 費  ２，６９６万円 

          （国負担分 1,348万円 道負担分 674万円 町負担分 674万円） 

   ・事業内容  開設工事 延長＝318ｍ、幅 4.0ｍ、路線測量 

   ・施工場所 松音知地区荒木氏旧牛舎付近より約 700ｍの地点から山林方向への区間。 

森林整備加速化・林業再生事業   決算額 １，３７３万円（１，５００万円） 

※１，５００万円は平成２６年度からの繰越明許費です。 

  平成２１年度から進められている事業で、作業道を整備することにより森林整備（間伐等）

の効率化が促進され林業経営の安定化が図られました。また、地域の建設業者を利用するこ

とにより雇用の場が拡充され、地域への経済効果を図りました。なお、補助金については全
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額補助となっています。 

  ○林業専用道旭台１号線整備事業 

   （事業期間  平成２７年度）    

・事 業 費  １，３７３万円（補助金１，３７３万円） 

   ・事業内容  開設工事 延長＝７００ｍ 幅＝３．５ｍ 

   ・施工場所  岡本さん外３名の山林内 

 

 

 

商工費                         

〈商工総務費〉  

（担当：産業建設課産業グループ） 

商工業振興対策推進事業          決算額 ４０２万円（４０５万円） 

 ※うち、４００万円は繰越明許費です。 

 商工業の振興と地域経済基盤の安定を図るための取り組みに要する経費です。また、平成

２７年度は、町民の生活支援と町内経済の活性化を目的として、プレミアム型商品券を発行

しました。 

 ・プレミアム型商品券発行事業                   ４００万円 

  （プレミアム率 20％の商品券 6,000円（購入額 5,000円）×3,000セット） 

 ・諸会議等出席のための旅費                      ２万円 

中頓別町商工会補助事業          決算額 ５５０万円（５５０万円） 

 商工業の振興と地域経済基盤の安定をはかることを目的に、その指導的役割を担う中頓別

町商工会に対して、経営改善普及事業に係る経費の一部を助成しました。 

中頓別町中小企業振興資金融資事業 決算額 ２，０００万円（２，００４万円） 

（融資枠 ６，０００万円） 

 町内中小企業の育成振興、経営の合理化を促進するため、金融機関に運用資金を預け中小

企業者に対し、有利な融資を行っています。また、融資額は一企業に運転資金、設備資金に

対し７００万円以内、木材工業関係は３，０００万円以内です。設備資金の特例として金融

機関からの貸付利率に４分の３を乗じて得た利率で計算した額を利子補給しました。 

 

〈観光費〉  

（担当：産業建設課産業グループ） 

ピンネシリ温泉運営事業      決算額 ２，１０１万円（２，１７６万円） 

 ピンネシリ温泉（ホテル「望岳荘」）の施設運営費です。  

 ○中頓別町ピンネシリ温泉の管理代行のための指定管理料      １，３６０万円 

   ・管 理 施 設－温泉（入浴）施設、宿泊施設 

   ・業務の範囲－施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管理
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に関する業務 

   ・指 定 期 間－平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日 ４年間 

 ○導水管維持管理委託料                      １１４万円 

○水質検査手数料                          １１万円 

 ○土地賃借料、分湯料（国有林関係）                  １万円 

○機械設備等点検委託料                       ５７万円 

○機械設備修繕料                          ５３万円 

○備品購入費（館内電話交換器）                   ９２万円 

○工事請負費（非常用照明交換工事外）               ４０９万円 

ピンネシリふれあい公園管理事業       決算額 １９万円（２３万円） 

 ピンネシリ温泉の周辺にある広場で、建物の維持管理や広場の環境美化に関する業務を委

託しました。 

ライダーハウス開設事業             決算額 ４万円（６万円） 

中頓別町の観光ＰＲやイベントの参加、町民とのふれあいの場を持つことによる地域の活

性化を目指すため、ライダー等の無料宿泊所を開設しました。 

観光イベント振興事業            決算額 ８７万円（８７万円） 

 町民と観光客に楽しんでもらう各種イベントに助成しました。 

・北緯４５度夏まつり                         １８万円 

・北緯４５度しばれまつり                       ６９万円 

観光協会補助事業                     決算額 ５０９万円（５０９万円） 

 観光宣伝、観光イベント、観光客の誘致等幅広い活動を進めている観光協会の事業に対し

助成し、町の観光産業の振興に努めました。 

○人件費 476万円 

○鍾乳洞まつり、ピンネシリ岳山開き、ピンネシリ岳登山道草刈、観光宣伝事業費等 

観光振興事業               決算額 ３４０万円（３５６万円） 

道の駅を観光の拠点として、観光客の入りこみ増につなげるため、様々なイベントを実施

しました。また、鍾乳洞ガイドによって、自然に親しみ、洞穴の成り立ちを学ぶ場を設け、

より一層の集客効果を上げています。 

中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園管理運営事業 

決算額 ４３９万円（４３９万円） 

 中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園の施設管理運営費です。 

 ○中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園の管理代行のための指定管理料     ４３９万円 

   ・人件費  ２３８万円 

・管 理 施 設－管理棟、駐車場、指定区域内、外整備施設等 

   ・業務の範囲－施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管理

に関する業務 

・指 定 期 間－平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日 ４年間 
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中頓別町山村交流施設管理運営事業    決算額 ９１９万円（９１９万円） 

 中頓別町山村交流施設（ピンネシリビレッジファームパーク）の施設管理運営費です。 

○中頓別町山村交流施設の管理代行のための指定管理料         ９１２万円 

 ・人件費  ５９３万円 

・管 理 施 設－ピンネシリビレッジファームパーク〔交流プラザ（道の駅「ピンネシ

リ」）、オートキャンプ場、ふるさと生活体験館、コテージ〕、砂金掘体

験場 

 ・業務の範囲－施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管理

に関する業務 

・ 指 定 期 間－平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日 ４年間 

 ○施設修繕料                            ４０万円 

大畑山展望台公園清掃維持管理業務事業     決算額 １７万円（１７万円） 

 安全に大畑山展望台を利用してもらうために、施設の点検やトイレ清掃及び環境整備を実

施しました。 

鍾乳洞ジオツーリズム推進事業           決算額 ０万円（１４万円） 

 中頓別鍾乳洞を核として、地域資源を最大限活用したジオツーリズムの展開に向けた取り

組みを進め、そうや自然学校事業と連携し、冬季の鍾乳洞ガイドや化石発掘体験事業を実施

しました。 

南宗谷観光推進連絡協議会事業           決算額 １万円（１万円） 

 南宗谷地域（浜頓別町、猿払村、枝幸町、中頓別町）の観光推進を図るため、協議会に対

して負担金を支出します。 

観光振興計画策定事業         決算額 ３２４万円（１，１５１万円） 

 ※うち、８００万円は平成２８年度への繰越明許費です。 

 ○委託料 ３２４万円 

  平成２８年度の観光振興計画策定に向けて、観光に関連する物的・人的資源の現地調査

及びフォーラム等の企画実施を委託しました。 
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土木費                          

〈道路維持費〉  

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

除排雪事業            決算額 ２，７４１万円（３，２６８万円） 

 冬期間の快適な生活環境づくりのために、町道や公設駐車場などの除雪・排雪業務を行な

いました。 

上駒駐車場トイレ維持管理事業        決算額 ２７万円（３１万円） 

上駒駐車場のトイレ清掃を委託し、いつも清潔な状態を保ちます。 

道路維持補修事業            決算額 ７２６万円（８２３万円） 

 ・原材料費    未舗装道路の補修に使用する砕石、ダストなどを購入しました。 

                                   ２６万円      

 ・町道の草刈りや未舗装道路の砂利敷き、路面整正などを行いました。 ３４９万円 

 ・舗装道路補修工事                        ２４３万円 

 ・町道区画線設置工事                        ４３万円 

・町道岩手毛登線待避場整備工事                   ６５万円 

道路照明灯電気料事業             決算額 ７６万円（９０万円） 

 歩行者及び車両通行の夜間の安全性確保のために設置している、道路照明灯 143 基分（町

道 20路線）の電気料を計上しています。 

道路台帳整備事業              決算額 ３９万円（４０万円） 

 道路台帳は、町道を管理するために必要な道路の現況や用地を確認するため、また、道路

の維持管理に要する費用として交付税措置がなされるため、図面及び調書を整備するために

必要な台帳整備です。 

・ 毎年、道路工事などで変更が生じた分を修正します。 

 

〈道路新設改良費〉 

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

あかね２号線交付金事業      決算額 ４，９９１万円（５，０３１万円） 

  改良・舗装工事：L=１５３ｍ W=５.５ｍ 歩道２.０ｍ 

   国道入口からあかね会館前までの区間 

橋梁修繕事業           決算額 ２，２８２万円（２，２４２万円） 

・橋梁長寿命化修繕設計業務委託              １，０４０万円 

   ・上頓別原野線平野橋修繕工事               １，２４２万円 

 

〈河川総務費〉  

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

河川維持事業              決算額 １１２万円（１１２万円） 

 普通河川の支障木伐採や河床に堆積した砂利撤去等の維持管理経費を支出しました。 
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樋門樋管管理委託事業            決算額 ７０万円（７１万円） 

 河川の洪水・氾濫等によって災害が発生しないように、宗谷総合振興局稚内建設管理部が

管理している２級河川の頓別川、兵知安川にある３０ヶ所の樋門・樋管の操作や管理を委託

しました。 

 

〈旭台公園費〉  

（担当：産業建設課建設グループ） 

旭台公園維持管理事業            決算額 ５３万円（５６万円） 

旭台公園の管理を委託し環境美化の向上を図りました。 

 ・公園管理委託料                          １９万円 

 ・光熱水費                              ２万円 

 ・東屋屋根修繕工事                         ３２万円 

 

〈住宅管理費〉  

（担当：産業建設課建設グループ） 

公営住宅維持管理事業       決算額 １，３１２万円（１，３７２万円） 

住宅の修繕・維持管理にかかる費用です。 

平成２８年３月３１日現在の管理戸数  ２５５戸 

公営住宅 ２１２戸、特公賃 ２０戸、独身者住宅 １９戸、定住促進住宅 ４戸 

・ひまわり団地公営住宅ユニットバス化工事 ２棟７戸       ５８３万円 

・あかね団地公営住宅屋根塗装工事（昭和５２年度） ２棟８戸    ９４万円 

・西団地公営住宅屋根塗装工事（平成８年度） １棟４戸       ７３万円 

・ひまわり団地公営住宅屋根塗装工事 ２棟８戸          １１９万円 

・メモリアルハイツＢ玄関ドア取替工事 ２棟４戸          ８４万円 

 

〈住宅建設費〉  

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

住宅建設促進事業               決算額 １２万円（１２万円） 

町民の持ち家住宅を促進するため、中頓別町住宅建設促進条例に基づき、町内に住宅を新

築又は増改築する方に対し、経費の一部を助成し、町民の定住促進と生活環境の向上を図っ

ていきます。助成実績は０件です。 

危険廃屋解体撤去助成事業        決算額 １９７万円（２５０万円） 

町内に存する老朽化し危険な状態にある廃屋化した建築物等の解体撤去をする方に対し、

経費の一部を助成し、景観や住環境向上、町民の安心安全を図っていきます。 

 ・危険廃屋解体撤去補助金 ５件 

定住促進住宅整備事業       決算額 ３，５７６万円（３，５７６万円） 

寄附を受けた旧長寿園職員住宅を町民の定住促進と町の活性化を図るため、賃貸住宅として活

用していくために全面的な改修工事を実施した費用。  １棟４戸 
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消防費                                       

〈消防費〉  

 （担当：南宗谷消防組合中頓別支署） 

救急救命士病院実習事業            決算額 ３６万円（３７万円） 

 救急隊員の行う応急処置の質を保障することを目的とし、救急医療の知識・技術を維持、

レベルアップし、より質の高い病院前救護を町民へ提供するための病院実習費用です。 

  ・生涯学習病院実習（旭川赤十字病院・札幌医大病院）        ３６万円 

救急業務                   決算額 ７１万円（８３万円） 

 救急出動に要した費用です。 

・救急業務手当・救急町外搬送旅費                 ５１万円 

・携帯電話使用料、救急救命士賠償責任保険料             ４万円 

・救急救命士処置拡大２行為講習負担金                ２万円 

・Ｂ型肝炎検査委託料・インフルエンザ予防接種委託料        １４万円 

救急資機材維持管理費             決算額 ７６万円（８０万円） 

 救急出動に備え、救急車両・資機材の維持管理のために要した費用です。 

・高規格救急車・２Ｂ型救急車の消耗品・車検・修理費用・保険料   ４３万円 

・酸素ボンベ耐圧検査料・酸素充填手数料・クリーニング代       ７万円 

・心電図モニター・人工呼吸器・ストレッチャー保守点検料      ２６万円 

救急業務検証事務                   決算額 ７万円（７万円） 

 救急隊員の行う応急処置の質を保障することを目的とし、職員間での救急出動に関する評

価を行い全体の意思統一を図ると共に、特異症例に関する事例については道北救急高度化推

進検証医師に意見と評価を求め救急活動全体の検証に要した費用です。 

火災予防啓蒙普及業務               決算額 ４万円（４万円） 

火の用心ポスター配布、啓蒙旗設置、啓蒙看板作成、火災予防運動広報、年末警戒、町内

回覧防火啓蒙等の火災予防思想の普及啓発活動に要した費用です。 

火災原因調査事務                 決算額 ３万円（３万円） 

 火災原因の究明、火災、消火により生じる損害程度を明らかにし、効果的な予防警戒態勢

を確立するために必要な研修費を支出しました。 

消防査察事務                   決算額 ３万円（３万円） 

 火災予防のため必要に応じ消防対象物の実態を把握し、万一の火災発生に際して、被害を

最小限にとどめられるように指導する業務で、違反是正のための研修費を支出しました。 

消防学校等派遣事業              決算額 ３３万円(３４万円） 

 消防職員として必要な専門知識及び技術の習得、体力、気力の練成、規律の保持、共同精

神を養い、公共福祉の増進に繋がる人材の育成のため下記の教育に派遣しました。 

  ・北海道消防学校専科教育救急科派遣               ２３万円 

  ・北海道消防学校専科教育火災調査科派遣             １０万円 
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庁舎・備品維持管理業務            決算額 ３１４万円（３３８万円） 

 庁舎、各備品の修繕・維持管理に要した費用です。 

  ・光熱水費、燃料費、消耗品、修繕費               ２４８万円 

・自家用電気工作物、庁舎設備機器、自動ドア、シャッター各点検料  ３４万円 

・消防庁舎、第３分団詰所火災保険料                １１万円 

・敏音知会館合併浄化槽各種検査料・合併浄化槽保守管理委託料    １１万円 

・敏音知消防施設管理委託料・小頓別消防詰所管理委託料       １０万円 

火災・救助・災害警戒防御業務           決算額 ３０万円（５４万円） 

 火災出動、救助出場、災害警戒にかかる職員手当・消防団出動手当を支出しています。 

消防水利整備維持管理業務             決算額 ４万円（４万円） 

 町内の消火栓、防火水槽の新設、維持管理に必要な修繕費の支出をしています。 

消防車両・資機材整備維持管理業務     決算額 ４３４万円（４８１万円） 

 各種出動に備え、常に最善の能力を発揮するための維持管理費用に充てたものです。 

・需用費 消耗品、燃料費、修繕費（車検整備・普通修繕）     ２２３万円 

・役務費 空気ボンベ耐圧検査、自動車保険料、車検代行料      ４１万円 

  ・備品購入費 消火用ホース、バッテリー、小型動力ポンプ     １３３万円 

  ・公課費 重量税                         ３７万円 

通信施設維持管理業務             決算額 ５４万円（６６万円） 

 無線設備、１１９番受信設備、サイレン吹鳴装置等の通信施設の維持管理費用及び無線デ

ジタル化整備計画に関する費用を支出しています。 

・無線デジタル化北海道総合通信局協議旅費              １万円 

・リモコン・アプローチ回線通信料、電話料、メールサイレン通信料  ３７万円 

  ・陸上特殊無線技士免許所得負担金                 １６万円 

消防分団事務               決算額 ３４７万円（３５１万円） 

 消防団活動を、円滑に進めていくために、報酬、旅費、災害補償関係、統計調査等に関す

る事務を処理するために充てたものです。 

・報酬、共済費、市町村総合事務組合負担金等           ３１８万円 

・会議旅費、消耗品、交際費等                   ２９万円 

消防団訓練指導等事業           決算額 １５５万円（１８１万円） 

消防団が主催となる式典、演習、訓練、指導等に関する費用弁償を支出しています。 

救急訓練／警防・救助訓練業務           決算額 ４万円（６万円） 

有効な火災・救助等の災害及び救急活動を行うために必要な訓練研修に係る旅費を支出し

ました。 

消防救急デジタル無線整備事業   決算額 ２，０４５万円（２，０４５万円） 

 電波法改正に伴い、南宗谷消防組合管内における災害に迅速に対応するための情報網を構

築するためのデジタル無線整備費を支出したものです。 

消防組織発足１００周年記念事業      決算額 ８２７万円（８２７万円） 

 中頓別に消防組織が発足し１００年という記念すべき年を迎え、先人たちの功績に感謝す
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るとともに、今後の消防活動と地域防災力の向上に繋げるため、安全装置品である消防団員

用防火衣一式及び活動服一式を更新し整備したものです。 

その他の係内庶務事務/予防事務   決算額 ９，９１０万円（９，９６９万円） 

 職員の人件費を含めた予算、経理、栄典事務等の消防全般に渡る事務処理を行いました。 

・人件費 給料、職員手当、共済費、退職手当組合負担金    ９，８３０万円 

・需用費 事務消耗品費、職員制服費、燃料費、印刷製本費      ５２万円 

・役務費 通信運搬費（郵便）、防火防災訓練災害保険料等        ３万円 

・使用料及び賃借料（複写機使用料等）負担金補助及び交付金     ２５万円 

消防本部費                決算額 ７３０万円（７３０万円） 

南宗谷消防組合の議会費、総務費、消防本部費等の負担金を支出しました。 

消防職員待機宿舎改修事業         決算額 １７９万円（１７９万円） 

 雪害により破損した屋根を葺き替え修繕したものです。 

 

 

 

教育費                                       

〈教育委員会費〉  

（担当：教育委員会教育グループ） 

教育委員会事業                決算額 ７２万円（７８万円） 

 教育委員会開催状況・・・１６回 

 学校訪問・・・学校行事及び授業参観、公開授業参観等の訪問を行いました。 

 教育委員研修・・・北海道市町村教育委員会研修会、宗谷管内教育委員研修会に出席しま

した。 

 

〈事務局費〉  

（担当：教育委員会教育グループ） 

外国青年招致事業（英語指導助手）     決算額 ３６８円（３６９万円） 

こども館、小中学校、地域の英会話サークルなど、語学教育の充実を図るとともに、地域

国際交流の推進に努めました。 

学校体育連盟運営事業            決算額 ２７万円（２７万円） 

 中学校生徒の身体並びにスポーツ技術の向上、管内中学生との交流と親睦を図るために支

援しました。 

教育委員会事務局事業       決算額 ６，４１５万円（６，４９２万円） 

 教育委員会の補助機関として教育委員会事務局が設置され、教育委員会の職務権限に属す

る事務を具体的に処理するため、事務局職員の給料や事務に要する経費に充てました。 

教育研究指定校委託事業           決算額 １０万円（１０万円） 

 特色ある学校経営の活動について研究し、その結果を集約し研究紀要として各学校へ配布



37 

 

し、教育効果を高めることを目的として各学校に委託しました。 

教職員健康診断事業（人間ドック）         決算額 ５万円（６万円） 

 教職員の健康の保持増進及び病気の早期発見等に努めました。 

公用車両維持管理事業           決算額 １２７万円（１４５万円） 

 通学用スクールバスの運行、郊外学習、各種スポーツ大会参加時の運行に充てられました。 

中頓別町教育研究会運営事業          決算額 ２６万円（２６万円） 

 中頓別町学校教育の重点及び町内各学校の学校教育目標・経営方針に則り、教育課程の改

善、充実を図るため支援しました。 

特別支援教育連携協議会運営事業        決算額 １１万円（１１万円） 

 発達障害を含めた障害のある子どものよりよい生活を築くため、総合的な支援体制の在り

方や障がいに対する理解を町民や関係者で共有していくために支援しました。 

 

〈住宅管理費〉  

 

教職員住宅管理事業        決算額 ３，２１６万円（３，２６６万円） 

 教職員住宅の維持管理に係る経費に充てました。また、教職員住宅４戸をユニットバス化

に改修し、今年度でユニットバス化の改修は終了しました。また、教職員住宅４戸の屋根を

塗装しました。さらに今年度については、国の交付金が採択され教職員住宅２戸を建設する

ことができました。 

 

〈学校管理費〉  

 

小学校施設維持管理事業      決算額 １，５６８万円（１，６６５万円） 

 児童が快適・安全に学校生活を送れるよう小学校施設を維持管理するための経費に充てま

した。 

・体育館屋根塗装工事                       １６７万円 

・高圧引込みケーブル交換工事                   ２０４万円 

中学校施設維持管理事業      決算額 １，１３７万円（１，２２１万円） 

 生徒が快適・安全に学校生活を送れるよう中学校施設を維持管理するための経費に充てま

した。 

 ・除雪機                              ６４万円 

 

〈教育振興費〉  

 

小学校教育振興事業           決算額 ６０７万円（６２４万円） 

 児童に対する教育活動において必要となる教育資材等を整備し、教育指導の充実を図るた

めに必要な経費に充てました。 

 ・児童用パソコン購入                       １９７万円  
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中学校教育振興事業           決算額 １２２万円（１５４万円） 

 生徒に対する教育活動において必要となる教育資材等を整備し、教育指導の充実を図るた

めの経費に充てました。 

就学奨励事業                決算額 ８１万円（８３万円） 

 経済的な理由によって就学困難と認められる児童又は生徒の保護者に対して必要な援助を

行いました。 

 

〈社会教育総務費〉  

 

社会教育推進事業              決算額 ２２万円（３２万円） 

 本町の社会教育事業のあり方について協議検討を行い社会教育事業や生涯学習・まちづく

り活動に積極的に参加できる体制を支援しました。 

少年教育推進事業            決算額 ２６９万円（２９６万円） 

地域の資源や文化を活かすこどもの体験活動や学習機会を提供し、青少年の健全育成を図

りました。 

・各スポーツ少年団指導者への支援                  １８万円 

・スポーツ少年団本部運営補助                    １５万円 

・中頓別町ＰＴＡ連合会運営事業補助                 １４万円 

・生徒指導連絡協議会運営補助                    １５万円 

・学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業        １８９万円 

・各種少年教育事業                         １８万円 

  ※北緯 45度ふれあい広場運営補助    １７万円 

  ※異世代ふれあい交流          １万円 

青年教育推進事業                決算額 ８万円（３万円） 

地域で青年女性自体の繋がりが薄れている状況もあるため、学習の場や交流の場を提供し、

青年女性教育の推進を図りました。 

高齢者教室推進事業              決算額 ５万円（１４万円） 

 学習と思考を重ねながら、世代間交流や共同学習による交流を深めるとともに、生きがい

に満ちた生活を送るため、趣味や娯楽などのサークル活動を実施しました。 

芸術文化推進事業              決算額 ８８万円（８９万円） 

 地域の個人・団体サークルや、町内各学校における日頃の文化活動や学習成果の発表を通

じ、お互いの交流を図りました。また、日頃触れる事の少ない文化的公演を開催しました。 

文化財保護事業                 決算額 ２万円（３万円） 

 本町の区域内に所在する文化財の保全と活用について協議検討しました。 
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〈町民センター費〉  

 

町民センター運営維持管理事業       決算額 ８２５万円（８３９万円） 

 地域住民のコミュニティ活動、社会教育、生涯学習の場の拠点として利活用を図るため、

施設の維持管理に要する経費に充てました。 

 

〈社会教育施設費〉  

 

郷土資料館及び青少年柔剣道場運営事業   決算額 ３６１万円（３９３万円） 

 郷土資料館、図書室、柔剣道場の施設の光熱水費などの維持管理に要する経費を計上して

います。また、子どもからお年寄りまで利用しやすい生涯学習の拠点としての図書室の充実

を図るため、計画的に蔵書を整備しました。 

読書活動推進事業                決算額 ２万円（７万円） 

 ・なかとんべつ子ども読書プラン事業 

中頓別町子ども読書プラン（2010 年）に基づき、赤ちゃんから絵本に親しみ、また、

町図書室とこども館や学校図書室との連携を図りながら、子どもを中心とした読書活動

の支援をしました。 

・ブックスタート事業 

赤ちゃんと保護者がゆっくり向き合い、心ふれあうひとときを持つきっかけをつくり、

絵本を開く楽しい体験といっしょに、絵本などが入ったブックスタート・パックを手渡

します。町で地域に生まれたすべての赤ちゃんと保護者を対象に、乳幼児検診の時に「い

きいきふるさと推進事業」と同時に実施しました。 

 ・絵本の読み聞かせ事業 

 読書活動の推進を地域全体での取り組みにするために、絵本の読み聞かせボランティ

アの活動について支援をしました。 

 

〈多目的集会施設費〉  

 

多目的集会施設維持管理事業        決算額 １３０万円（１４２万円） 

 小頓別地区の住民活動の場として活用している多目的集会施設の光熱水費など維持管理に

要する経費に充てました。 

・多目的集会施設屋根塗装工事                    ６７万円 

 

〈創作活動施設費〉  

 

創作活動施設運営管理事業          決算額 ６３万円（７２万円） 

中頓別町らしい個性豊かな芸術文化の発展のため、地域や職場、団体やサークルのネット

ワークづくり、創作活動の拠点として活用している創作活動施設の維持管理に要する経費に
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充てました。 

 

〈保健体育総務費〉  

 

社会体育推進事業            決算額 １０５万円（１３３万円） 

社会体育推進事業                           ４６万円 

 各種研修会への参加やスポーツ巡回車の維持管理等に要する経費に充てました。 

スポーツ推進委員会運営事業                      １７万円 

  スポーツ団体サークルが自主的・自発的にスポーツ活動を継続的に活動するために、研

修や会議などの機会提供を図っています。 

 町民各種スポーツ大会等運営事業                    ２２万円 

・町長杯争奪町民パークゴルフ大会                  ３万円 

・町民ソフトボール大会                       ３万円 

・町民駅伝競技大会、小学生マラソン大会              １０万円 

・町民ソフトミニバレーボール大会                  ２万円 

・教育長杯室内ゲートボール大会                   １万円 

・町民プールフェスタ大会                      ２万円 

 ・車両燃料費                            １万円 

冬季スポーツ教室運営事業                       ２０万円 

・町民スノーフェスティバル                    １２万円 

・冬季スポーツ教室運営事業                     ８万円 

社会体育施設運営事業            決算額 ７２万円（８４万円） 

 学校クラブ活動や町内で活動しているスポーツ団体やサークル、愛好団体の活動の場所と

して利用されている町民体育館の維持管理に要する経費に充てました。 

  

〈山村プール費〉  

 

山村プール運営事業           決算額 １２８万円（１４２万円） 

 学校授業や一般町民の健康体力づくり、児童生徒の健全育成のために開設している山村水

泳プールの維持管理に要する経費に充てました。 

  

〈寿野外レクリェーション施設費〉  

 

寿野外レクリェーション施設事業  決算額 ２，０５６万円（２，０５９万円） 

社会教育施設等（寿スキー場、野外レクリェーション施設、寿公園）の管理は有限会社中

頓別振興公社が指定管理者として管理の代行を行いました。 

・管理運営施設（指定管理分）                 ２，０１１万円 

・圧雪車サイドブレーキ及びギアボックスオーバーホール        ３８万円 

 



41 

 

〈学校給食費〉  

 

学校給食事業           決算額 １，１２５万円（１，２３２万円） 

 子ども達に、望ましい食習慣や食に関する自己管理能力を身につけさせるよう食育の推進

を図りました。 

 

  

 

災害復旧費                                       

〈公共土木施設災害復旧費〉  

（担当：産業建設課建設グループ） 

公共土木施設災害復旧事業      決算額 ３，１０７円（３，１８９万円） 

※うち、３，１０７万円は繰越明許費です。 

平成２６年８月の豪雨によって、町道４箇所、河川１箇所で災害が発生し、国の公共土木

施設災害復旧事業により復旧するため調査設計委託を実施しました。 

 

 

 

特別会計                                   

国民健康保険事業特別会計 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

国民健康保険事業     決算額 ３億１，１９８万円（３億３，２３２万円） 

国民健康保険とは、日本に住む誰もが安心して医療を受けることができる「国民皆保険制

度」を維持しており、病気やケガをしたとき、安心して病院にかかることができるように医

療費の一部を国と国保加入者のみなさんが負担（保険税）し合う制度です。 

  ・総務費                            ４３１万円 

  ・医療給付事業                     １億６，２１１万円 

    疾病時の入院や入院外（外来受診）の医療費を支出します。 

  ・高額療養費                        ２，３５７万円 

 １ヵ月の医療費の患者負担分（一部負担金）が高額になったとき、限度額を超えた

分を国保連合会経由で直接医療機関に支払います。また、個人が直接医療機関に支払

った医療費で、高額となった額についても後から払い戻されます。 

  ・移送費                               ０万円 

・出産育児一時金（１人 ４２万円）                 ０万円 

  ・葬祭費（１人 １万円）                      ７万円 

  ・後期高齢者支援金                     ２，６４７万円 
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    後期高齢者医療制度に対する支援制度です。 

  ・前期高齢者納付金                         ２万円 

  ・介護納付金                          ９６９万円 

    平成２６年度第２号被保険者納付金見込み額を納付しました。 

  ・共同事業拠出金                      ６，６５１万円 

  ・保健事業費                          ２２１万円 

    特定健診を実施し、早期発見と予防事業に係る経費を支出します。 

  ・諸支出金                         １，７０２万円 

  ・予備費                              ０万円 

 

 

介護保険事業特別会計 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

介護保険事業       決算額 ２億１，９２６万円（２億３，１３４万円） 

 介護保険制度は、高齢者が住みなれた地域で安心して暮らすことができるよう、また、要

支援状態とならないよう様々な地域支援事業や、要支援状態、要介護状態となった高齢者へ

の介護保険サービスを推進しています。 

  ・総務費                            ８０４万円 

  ・保険給付費                      ２億  ５５９万円 

    介護サービス等諸費                １億７，７１２万円 

    介護予防サービス等諸費                  ３２９万円 

    その他諸費                         １６万円 

    高額介護サービス等費                   ４６１万円 

    高額医療合算介護サービス等費               １００万円 

    特定入所者介護サービス費               １，９４１万円 

  ・地域支援事業                         ４９２万円 

  ・諸支出等                            ７１万円 

 

 

後期高齢者医療事業特別会計 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

後期高齢者医療事業        決算額 ２，６９２万円（２，７２４万円） 

後期高齢者医療事業は、老人保健事業に替わる制度で７５歳以上の方と６５歳から７４歳

で一定の障害のある方が加入する医療保険制度です。 

全道すべての市町村で構成する後期高齢者医療制度広域連合が設立され事業の運営にあた

ります。 

市町村の役割は、保険料の徴収、各種申請や届出の受付、被保険者証の引渡しなどの業務

を行なうことになり、事業運営のための経費を計上するものです。 
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 ・一般管理費                          ２３４万円 

 ・後期高齢者医療広域連合納付金               ２，４５８万円 

  

 

水道事業特別会計 

（担当：産業建設課建設グループ） 

簡易水道事業           決算額 ８，１９４万円（８，３５１万円） 

水道は清浄な水道水を供給する生活環境施設として重要な役割を担っています。 

本年度につきましては、水道施設等の維持管理を重点に予算計上し、豊富で清浄な水道水

を造り、経営の健全化に努めました。 

・水道施設修繕費                        ６８９万円 

  中頓別浄水場原水流入弁電動開閉器修繕      １２６万円 

  中頓別浄水場ポンプ井ボールタップ弁修繕     １２６万円 

  中頓別浄水場 サンプリングポンプ修繕       ９８万円 

  中頓別浄水場取水施設修繕             ６８万円 

  秋田増圧ポンプ場 減圧弁修繕           １８万円 

  水道施設修繕費                  ２２万円 

  一己内橋添架管漏水修理              ２４万円 

  配水管修繕費                  ２０７万円 

・量水器取替工事（１４２台）                  １５２万円 

・中頓別浄水場灯油タンク設置工事                 ３４万円 

 

 

下水道事業特別会計 

（担当：産業建設課建設グループ） 

下水道事業        決算額 ７，７２０万円（７，７３７万円） 

 下水道事業は、公共水域の水質保全と快適な生活環境づくりとの重要な役割を担っていま

す。下水道施設の維持管理を重点に予算を計上し、よりよい環境づくりとより効率的な施設

管理に努めました。 

・下水道施設修繕費                       １４２万円 

  下水道管理センター スカムポンプ分解修繕     ６６万円 

  下水道管理センター 脱水機制御盤修繕       ７２万円 

  下水道施設修繕費                  ３万円 

  下水道管修繕費                   １万円 

・下水道管理センター 維持管理業務委託           ２，１６０万円 
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国民健康保険病院事業会計 

（担当：国保病院） 

医療機械器具等整備事業      決算額 １，９８０万円（２，２４４万円） 

 住民の皆様により良い医療サービスを提供するため、老朽化、故障した医療機器等の更新

及び新規導入しました。 

 また、リハビリテーション室の増設により、リハビリ用医療器具を新規に導入しました。 

 ＜更新及び新規に導入した医療機器等＞ 

 ・糖尿病検査項目自動分析装置 

 ・デュアルスケール（医療用体重計） 

 ・超低床フロアーベッド 

 ・電動ベッド 

 ・離床センサーマット 

 ・輸液ポンプ（点滴注射を行う際に使用する医療機器） 

 ・オートクレーブ（高圧蒸気滅菌器） 

 ・エックス線撮影システム 

 ・CRコンソール（エックス線画像などを処理する機器） 

 ・スリッパ殺菌ディスペンサー（スリッパを殺菌し感染防止をする医療機器） 

 ・高輝度光源装置（内視鏡検査用医療機器） 

 ＜リハビリ用医療機器＞ 

 ・関節角度計 

 ・デジタル握力計 

 ・全自動血圧計 

 ・標準型平行棒 

 ・姿勢矯正用鏡 

 ・アルミ製松葉杖 

 ・SCマットプラットホーム（理学療法士がマッサージをする台） 

 ・抵抗用重錘バンド（筋力訓練をする重り） 

 ・訓練用腰掛け（立ち上がり練習用腰掛け） 

 ・電子スパイロメータ（呼吸機能検査用医療機器） 

 ・固定歩行器 

 ・歩行器 

 ・PTスツール（理学療法士用椅子） 

施設設備改修修繕事業 

(1)非常用発電機受電盤更新事業  決算額 ２，１７１万円（２，１７１万円） 

 昭和５７年の病院新築の時点に設備された非常用発電機及び受電盤であり、設置から３２

年間が経過していました。直近点検でも停電事故の恐れがあることから、更新しました。 
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(2)リハビリ施設増設事業      決算額 ３，７１８万円（３，７１６万円） 

 第７期中頓別町総合計画の最重要課題でもあります「在宅介護・福祉サービスの充実」の

中で、「自分の家で最後まで過ごしたいという希望に応えられるよう、訪問看護をはじめ在宅

での介護、福祉サービスの充実を図る」とし、高齢者等が安心して暮らせることを目的とし

たリハビリテーション室を増設しました。 

 

(3)看護師宿舎整備事業       決算額 ６，４２４万円（６，４４３万円） 

 病院が現在所有している住宅は、医師住宅２戸、旧医師住宅２戸、管理人住宅１戸、職員

住宅２戸の計７戸でありますが、すでに空きが無く、看護師に対応すべき住宅がない状況に

あります。 

 このことから、継続的な看護師の確保と、新規の看護師採用に向けて、看護師住宅１棟４

戸を新設しました。 

 


